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研究成果概要 

本研究集会は、2016 年 3 月に発足した宇宙素粒子若手の会(Youth Meeting for 

AstroParticle:YMAP)が運営を担い、2024年 11月 7日から 9日にかけて、東大宇宙線研 

神岡宇宙素粒子研究施設で開催された。本研究集会の目的は若手研究者と宇宙素粒子関

連分野の多岐にわたる研究について議論し、交流を深めることである。なお本研究集会

は、できる限り多くの参加者に旅費を支給するために名古屋大学宇宙地球環境研究所 

(ISEE)および宇宙線研究者会議(CRC)の支援も受けている。 

本研究集会の内容は、参加者による口頭発表、招待講演、神岡坑内見学(SK, KamLAND, 

KAGRA)、エクスカーション(ひだ宇宙科学館カミオカラボ見学)、懇親会である。参加者

は 32名(うち招待講師 1名)で、全員が口頭発表を行った。例年通り多岐にわたる分野の

若手研究者が領域を分断して交流する良い機会となった。今回は 2022年度に続いて 2度

目となる神岡開催である。前回は坑内見学が好評であった一方、スケジュールが非常に

逼迫していたという反省点があった。今回はこれを踏まえ、3 日間開催・神岡町の旅館

を貸し切った合宿形式・見学用バスのチャーターなどの改善により十分な議論・交流の

時間を確保することができた。 

 

研究会 webページ 

https://www.icrr.u-tokyo.ac.jp/YMAP/event/conf2024/program.html 
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